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課題番号 LZ010  

先端研究助成基金助成金（最先端・次世代研究開発支援プログラム） 

実施状況報告書（平成２２年度） 
本様式の内容は一般に公表されます 

 

研究課題名 高齢・障害者の雇用と日本の新しい社会システム 

研究機関・ 

部局・職名 
敬愛大学・経済学部・准教授 

氏名 高木 朋代 

 

 

 

 

 

 

1. 当該年度の研究目的 

 

本研究の目的は、働くことが健康社会の実現につながるという考えを前提として、日本が今後さ

らに健康的で活動的な人々を多く擁する社会システムを構築し、持続的成長を遂げていくために、

これまで雇用・労働システムから排除されがちであった高年齢者および障害者の人々を、「働く場」

に招き入れるためにはどのような社会環境づくりが求められているのかを具体的に検討することに

ある。そのために初年度は、文献調査を中心に、またこれまでの研究の成果を統合した上で、分析

の枠組みを可能な限り明確に設定していくための準備を行う。 

 

 

2. 研究の実施状況 

 

本研究の課題は、第一に、高齢・障害者が働く姿が実際に社会に示されていくことの意義につい

て考察すること、第二に、雇用の主要な受け皿である企業の経営管理について考察していくこと、

第三に、利潤の追求を基本とする企業と、生活･経済状況を鑑み就業行動をとる高齢･障害者の両方

の志向を噛み合わせる雇用がどのような場合に実現され、そして保障と自立の均衡点があるとすれ

ばどこにあるのかを検討することにある。 

初年度に当たる本年では、これまでの科研費研究（「基盤」（B）〔平成 22 年 4 月～平成 23 年 3
月終了〕および「基盤」（C）〔平成 21 年 4 月～平成 23 年 3 月終了〕）の調査結果を踏まえながら、

本研究の分析枠組みをより明確にしていくために、文献調査を中心にこれまでの知見を整理し、ま

た現在滞在する英国を中心に、プレヒアリングおよび参与観察とともにアクセシビリティ調査を行

った。その結果、本年度の成果として次の予備仮説を得た。 

第一に、東西を問わず前近代から連綿と受け継がれてきた高齢・障害に対するスティグマは、近

年国際社会の合意のもとで進められている合理的配慮に基づく外的・物理的な包摂によって排除す

ることは難しく、また雇用機会の推進が飛躍的に改善されるとは考え難い。差別の起源を捉え、人々

の意識や態度および社会集団の規範といった内的な包摂・排除の仕組みを丹念に考察していくこと

が求められている。 

第二に、高齢・障害者の雇用を実現する経営管理について、国際比較の観点から捉えた場合、少

なくとも英国での高年齢者雇用においては、就業継続と不継続を分かつ要因と、採用プロセスの成

功と失敗の要因の両方において、報告者がこれまで行ってきた日本企業分析で見出された知見に近

似する特徴が示されている可能性が高い。 

次年度は、具体的な調査研究を行い、上記仮説を検証していくと同時に、本課題に中長期的に取

り組むために様々な知識・情報を受け入れ、将来の新しい分析視角や発想を育む期間に充てたいと

考えている。 
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3． 研究発表等 

 
 

雑誌論文 

 

計０件 

（掲載済み－査読有り） 計０件 

 

（掲載済み－査読無し） 計０件 

 

（未掲載）       計０件 

 

会議発表 

 

計０件 

専門家向け 計０件 

 

一般向け 計０件 

図 書 

 

計０件 

 

 

 

 

産業財産権 

出願・取得状

況 

 

計０件 

（取得済み） 計０件 

 

（出願中） 計０件 

 

Ｗｅｂページ 

（ＵＲＬ） 
 

 

 

国 民 と の 科

学･技術対話

の実施状況 

 

 

 

新聞･一般雑

誌等掲載 

計０件 

 

 

 

その他  

 

 

4．その他特記事項 

   



様式１９　別紙２ 課題番号 LZ010

１．助成金の受領状況（累計） （単位：円）

①交付決定額
②既受領額
（前年度迄の
累計）

③当該年度受
領額

④(=①－②－
③）未受領額

19,000,000 0 5,500,000 13,500,000

5,700,000 0 1,650,000 4,050,000

24,700,000 0 7,150,000 17,550,000

２．当該年度の収支状況 （単位：円）

①前年度未執
行額

②当該年度受
領額

③当該年度受
取利息等額
（未収利息を
除く）

④(=①＋②＋
③）当該年度
合計収入

⑤当該年度
執行額

⑥（＝④－⑤）
当該年度未執
行額

0 5,500,000 0 5,500,000 0 5,500,000

0 1,650,000 0 1,650,000 0 1,650,000

0 7,150,000 0 7,150,000 0 7,150,000

３．当該年度の執行額内訳 （単位：円）

金額

0

0

0

0

0

0

0

４．当該年度の主な購入物品（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

仕様・型・性能
等

数量
単価

（単位：円）
金額

（単位：円）
納入
年月日

設置研究機関
名

0

0

0

直接経費計

合計

物品名

謝金・人件費等

その他

物品費

直接経費

間接経費

合計

旅費

間接経費計

合計

実施状況報告書（平成22年度）　助成金の執行状況

備考

直接経費

間接経費

本様式の内容は一般に公表されます




